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高齢者総合相談センター水元

高齢者総合相談センター水元ノム`園

白立支援住宅欧修 住宅設備欧修

・区内在住、65歳以上で在宅
生活していて介護認定を受け

ており、住宅設備の改修が閉

要と認められる方

助成対象工事限度額 37万 9千円

・流し合、洗面台の取り替え

助成対象工事限度額 15万 6千円

・ l.由
し
段昇降機の設置

ロノも成対象工事 [艮度額 司33万 2干円

※限度額内 1割～3害」負担です

(生活保護受給者は無料です)

・浴槽の取り替え

・区内在住、65歳以上で在宅
生活しており、住宅改修が懲要

と認められる方

手すりの取り付け・段差の解

消・滑り[方止など床材の取り替

え及び新設・ヨ|き戸などへ扉の

取り替え・便器の洋式イヒ

・助成対象工事限度額20万円

1固限り。古い物、壊れた物の修理、
新築・増改築は対象外です。

※限度額内 1害」負担です

(生活保護受給者は無料です)

介護認定を持っている方は介護保険にて

行つてください。

※工事を行うときは財ず事前申請が跡要です。工事施行後の申請は、助成の対象と

なりませんので、ご注意ください。

それぞれ、管轄の高齢者総合相談センターにご相談ください。裏面担当地区を確認

の上、高齢者総合相談センター水元・水元公園にご相談ください。



災地震jりお迎EDう七ョる (葛飾区HPより棚つ
いつ来るかわからない大地震に備えて日ごろから確認しておきましょう !

―特熱台場所 (近くい公園や児童遊園など)
園国の正確な情報を集まつた人で交換し、今後の行動について判断する
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自宅
(自宅で生活する〕

住宅の耐震千ヒや建て曽えが進占JてⅢきているため、火災が発生していなけ■lぎ、

自宅での量難生活をしよしょう.

火災ざ発生しており
廷焼り抱険がある

自宅に被雷あり
(趨宅で笠適できない)

【在宅避難ガイド(地震版)】量越錐鐘遮錘謎乳灘
★在宅避難の判断のポイント★

いう事を知っていただくためのものです。

メリット・デメリットをしつかり把握し自分に

合った避難方法を考えておきましょう。

・ご自墓や家族の安全が確認でき、自宅や自宅閣辺は危険がない場合は、

在宅避難存_‐検討 Lノ液す
。自宅が穴さな被密を受けたり、家具の申と、倒等|こより自宅での避難生,ど j賛〕十

難しい場合は避難所へ避難します

・電気や水道などのライフラインがイ亭止した場合でも、蓄電池や携帯トイレ

などの準備や食料などの備蓄品がある場合は、在宅避難を検討します

・備蓄品が不足した場合は、避難所やE′盲災活動拠点で避難活動に跡要な支援

を受けられます。

ポイント2
食料やライフライン

停止などに備えた

事前準備の有無



【在宅避難時の備蓄品】
在宅避難に備え水や食料の他に、医療・衛生用品や

衣類・生活用品なども備蓄しておきましょう。

水・食料

□飲刺水 (3リ ットル/日 ×人数分)

□非常禽 (できればアレルギー対応食品)

道具類

□LEDライト(できればヘッドライ
ト)

ロゴミ袋

□発電機

ロモノヾイルバッテリー

□笛

医療・衛生用品

□常備薬・お薬手帳

□簡易 トイレ

□除菌シート・ 石由寅

□生理用品

□卓上コンロ・ カセットボンベ

□使い捨てビニール袋

☆□―リングストックとは

日常的に使用できるストック食材

(カップ麺やレトルト食品、缶詰など)

を多めに購入し、古い物から使い、

使つた分を補充する方法

乳幼児用

□乳幼児用液体ミル

ク・粉ミルク

□哺乳瓶・紙コップ

(できれば使い捨て)

□親子健康手帳

(母子健康手帳)

ロベビーフード

ロオムツ・おしり心き

衣類 。生活用品

□[′盲寒香

□下着

ロウェットティッシュ

ロタオル

ロ歯磨きセット

□厚手の靴下・靴

備蓄品は「最低3日分」

「できれば7日分」を
備蓄しましょう
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※図の①②③については葛飾区

の補助を受けられる場合があります。

詳しく|よ

危機管理課 (03-5654-8254)ま で

L字型固定金具や

突っ張り棒で

家具 を固定する

重いものを下に、

軽いものを上に

収納

懐中電灯を用意

出来るだけ低い位置に

設置し粘着マットやねじ

などで固定する

大きな地震が発生した時に自動で

ブレーカーを落とす感震ブレーカー(③ )

〔

択

日
岡
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の設置も有効です。

金具で

連結する
窓には、飛散日方止

フィルム (②)を

貼る

ストッパー

式用具

キャスター付き

の家具は移動

しないように

回ックする

聰
騨
醜
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寝室や避難経路となる場所には家具・家電を置かないようにしましょう。

他に置場がない場合には人がいる向きに倒れないように配置を工夫しましょう。層3融督雲〕てDttΞttH置国μ籠勃超騒目日風]]



～水元担当地区～

西水元 :全域
水元1丁目 :1～20

23～26
水元2丁目 :全域
水元4丁目 :3～6
南水元苺丁目 :全域
南水元2丁目 :全域

☆相 談 時 間☆

月～金 :午前9時～午後7時  土B醒日 :年前9時～午後5時30分
日8電・祝日、年末年始はお休みです

高齢者総合相談センター 水元
小倉 萌笑 (社会福祉士)

2024年6月より入贈しヽたしました。
はやく皆様のお役に立てるよう頑張りますので
よるしくお願しヽいたします。

高齢者総合相談センター 水元

住所 :水元 1…26-20
電話 :03-3826-2419

高齢者総合相談センター 水元公園

住所 :南水元4-27-13-1階
電話 :03-6231-3567

～水元′ム`園担当地区～

東水元帯丁目 :1～ 18
東水元 2丁目 i5～ 19

23～44
東水元3～6丁目全域
水元 1丁目 :21～22
水元3丁目 :全域
水元4丁目 11～2

:7～26
水元5丁目 :全域
南水元3、 4丁目 :全域
水元公園 :2～8
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